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山
林
を
調
べ
る
場
合
、
そ
の
物

理
的
な
広
が
り
や
、
傾
斜
、
あ
る

い
は
地
形
（
凹
凸
）
を
知
り
た
い

時
に
は
、
前
回
行
っ
た
測
量
と
い

う
手
法
を
使
え
ば
定
量
的
に
表

す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
勉
強

し
ま
し
た
。
次
に
知
り
た
い
の
は

普
通
は
上
も
の
（
そ
の
山
林
の
上

に
い
る
生
物
）
の
な
か
で
も
樹
木

の
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

山
林
が
売
買
さ
れ
る
場
合
、
一
般

的
に
は
そ
の
土
地
代
金
と
、
上
に

生
え
て
い
る
樹
木
の
合
計
金
額

を
見
積
も
り
、
売
買
代
金
と
な
る

は
ず
で
す
。

　
樹
木
の
種
類
は
こ
れ
も
樹
木

分
類
で
検
索
方
法
を
勉
強
し
ま

し
た
。
今
回
の
測
樹
で
は
、
樹
木

の
本
数
や
、
太
さ
高
さ
か
ら
量

（
立
木
の
材
積
）
を
割
り
出
し
た

り
、
あ
る
い
は
人
工
林
の
場
合
で

あ
れ
ば
現
場
で
採
っ
た
デ
ー
タ

と
林
齢
を
も
と
に
し
て
、
本
数
は

適
切
な
の
か
ど
う
か
、
間
伐
が
必

要
な
の
か
、
必
要
な
ら
何
％
切
れ

ば
い
い
の
か
、
と
い
う
こ
と
を
計

算
で
導
き
出
す
方
法
を
習
い
ま

し
た
。

　
と
こ
ろ
で
樹
木
の
成
長
の
仕

方
に
大
き
な
特
性
が
あ
る
こ
と

を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
樹
木
の

成
長
は
上
に
伸
び
る
樹
高
成
長

と
、
幹
が
太
く
な
る
直
径
成
長

（
肥
大
成
長
）
の
組
み
合
わ
せ
で

す
が
、
こ
の
上
方
向
と
横
方
向
の

伸
び
方
は
ま
っ
た
く
異
な
る
の

で
す
。
ま
ず
樹
高
成
長
。
同
じ
山

林
で
同
じ
樹
種
で
あ
れ
ば
、
込
み

具
合
に
関
係
な
く
、
あ
る
い
は
枝

打
ち
を
し
て
も
し
な
く
て
も
上

方
向
の
成
長
速
度
は
ほ
ぼ
同
じ

な
の
で
す
。
一
方
の
直
径
成
長
の

ほ
う
は
、
込
ん
で
い
れ
ば
太
り
が

悪
く
、
枝
打
ち
を
す
れ
ば
こ
れ
ま

た
太
り
が
悪
く
な
り
ま
す
。
す
な

わ
ち
、
樹
高
成
長
は
そ
の
土
地
が

持
っ
て
い
る
、
そ
の
樹
種
を
上
に

伸
ば
す
固
有
の
生
産
力
な
の
で

す
。
そ
し
て
直
径
成
長
は
そ
の
樹

木
の
葉
の
量
と
の
相
関
関
係
に

あ
る
も
の
で
あ
り
、
間
伐
や
枝
打

ち
な
ど
の
林
業
活
動
こ
れ
を
促

進
し
た
り
抑
制
し
た
り
が
で
き

る
の
で
す
。
樹
木
に
と
っ
て
葉
は

二
酸
化
炭
素
と
水
を
原
料
に
、
日

光
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
、
成
長

に
必
要
な
有
機
化
合
物
を
作
る
、

私
た
ち
の
胃
袋
や
腸
に
当
た
る

器
官
な
ん
で
す
ね
。

　
日
本
で
は
こ
の
よ
う
な
な
樹

木
の
成
長
特
性
を
利
用
し
て
、
各

地
で
適
材
を
作
る
工
夫
を
重
ね

て
き
ま
し
た
。
電
柱
用
の
富
山
の

ボ
カ
ス
ギ
や
、
木
造
船
材
の
宮
崎

の
飫
肥
杉
（
お
び
す
ぎ
）
は
１
０

０
０
〜
１
５
０
０
本
／
ha
の
疎

植
で
、
で
き
る
だ
け
早
く
、
太
い

材
を
作
る
た
め
に
枝
打
ち
を
せ

ず
、
直
径
成
長
を
促
す
保
育
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
逆
に
京
都
の

北
山
杉
は
５
０
０
０
〜
７
０
０

０
本
／
ha
の
蜜
植
に
加
え
、
７
年

目
ご
ろ
か
ら
３
年
ご
と
に
枝
打

ち
を
繰
り
返
し
直
径
成
長
を
抑

制
し
て
育
て
て
い
ま
す
。
こ
う
す

る
こ
と
に
よ
り
通
直
で
真
円
に

近
い
、
無
節
の
床
柱
を
生
産
し
て

い
る
の
で
す
。
樹
高
が
15
〜
16
ｍ

の
時
が
収
穫
時
だ
そ
う
で
す
が
、

そ
の
時
点
で
も
２
８
０
０
本
／

ha
程
度
は
残
っ
て
い
る
の
で
、
相

対
幹
距
比
（
Sr
）
は
な
ん
と
12
と

い
う
過
密
ぶ
り
で
す
。

　
残
念
な
が
ら
今
電
柱
用
と
し

て
の
ボ
カ
ス
ギ
の
用
途
は
皆
無

に
近
く
、
ま
た
木
造
船
用
の
飫
肥

杉
の
『
弁
甲
材
』
も
殆
ど
需
要
が

な
い
よ
う
で
す
。
ま
た
、
好
景
気

の
時
に
は
上
質
の
人
工
絞
（
シ

ボ
）
で
１
本
20
〜
30
万
円
も
し
た

北
山
杉
の
磨
き
丸
太
も
、
今

は
引
き
合
い
が
ず
い
ぶ
ん

減
っ
て
、
苦
し
い
経
営
を
強

い
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
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現
場
で
20
ｍ
四
方
の
標
準

地
を
取
り
、
本
数
、
直
径
、
樹

高
の
デ
ー
タ
採
り
。
林
齢
は

見
積
も
り
で
55
年
と
す
る
。

林
分
形
状
比
で
立
木
の
健
全

性
を
、
相
対
幹
距
比
で
込
み

具
合
を
は
か
る
方
法
を
覚
え
て

い
た
だ
け
た
で
し
ょ
う
か
。
こ

の
あ
た
り
は
こ
の
塾
で
非
常
に

重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す

の
で
ぜ
ひ
身
に
着
け
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
も
う
一

度
ご
自
宅
で
復
習
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
、
現
場
で
の
観
察
か
ら
、

込
ん
で
い
る
か
ど
う
か
を
肌
で

感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
れ

ば
あ
り
が
た
い
で
す
。
チ
ェ
ッ

ク
す
る
の
は
明
る
さ
、
風
通
し
、

枝
同
士
が
触
れ
合
っ
て
る
か
、

枝
が
枯
れ
上
が
っ
て
い
る
か
、

下
生
え
が
あ
る
か
ど
う
か
、
な

ど
で
す
。

　
間
伐
を
す
る
場
合
の
選
木
方

法
も
思
い
出
し
て
く
だ
さ
い
。

次
回
間
伐
で
も
う
一
度
復
習
し

ま
し
ょ
う
。

二
日
目

二
日
目

二
日
目

二
日
目

二
日
目

　
Ｋ
Ｏ
Ａ
の
会
議
室
で
刈
払
い

機
安
全
衛
生
教
育
を
行
い
ま
し

た
。
座
学
が
５
時
間
と
、
実
際
に

刈
払
い
機
を
動
か
し
て
、
１
時

間
の
実
習
を
行
い
ま
し
た
。

　
刈
払
い
機
は
ホ
ー
ム
セ
ン

タ
ー
で
も
手
に
入
り
、
扱
い
も

簡
単
な
た
め
か
な
り
普
及
し
て

い
る
機
械
で
す
。
し
か
し
、
む
き

出
し
の
刃
が
回
転
し
て
い
る
わ

け
で
す
か
ら
考
え
よ
う
に
よ
っ

て
は
怖
い
機
械
で
、
実
際
に
事

故
も
多
い
よ
う
で
す
。
業
務
と

し
て
で
は
な
く
、
個
人
で
使
う

場
合
に
は
事
故
が
あ
っ
て
も
労

災
と
し
て
現
れ
な
い
場
合
も

多
々
あ
り
ま
す
。
安
全
な
使
用
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左から目測、ワイゼ、記録の人たち

こちらは輪尺と直径巻尺で胸高直径を測る
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　「
受
け
口
、は
じ
め
ま
ー
す
」ブ

ブ
ブ
イ
ー
ン
、
ヒ
ノ
キ
の
山
林

に
チ
ェ
ン
ソ
ー
の
エ
ン
ジ
ン
音

が
響
き
ま
す
。
こ
こ
は
、『
湯
河

原
森
の
な
か
ま
』
が
Ｋ
Ｏ
Ａ
森
林

塾
の
早
川
講
師
、
和
泉
講
師
を
招

い
て
行
わ
れ
た
、
チ
ェ
ン
ソ
ー
講

習
会
の
現
場
で
す
。
ま
だ
５
月
と

言
う
の
に
、
真
夏
の
暑
さ
の
中

で
、
２
日
間
行
わ
れ
た
講
習
会

は
、
立
ち
上
が
っ
て
間
も
な
い
本

会
々
員
に
、
チ
ェ
ン
ソ
ー
技
術
の

基
本
の
習
得
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
、

安
全
意
識
の
向
上
を
目
的
に
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

〈『
湯
河
原
森
の
な
か
ま
』
に
つ
い

て
〉

　『
湯
河
原
森
の
な
か
ま
』
は
５

年
ほ
ど
前
に
、
湯
河
原
在
住
の
水

津
氏
が
周
辺
の
人
工
林
の
荒
廃

す
る
姿
を
見
、
何
と
か
再
生
し
よ

う
と
数
名
で
始
め
ま
し
た
。
そ
の

熱
意
と
牽
引
力
に
魅
せ
ら
れ
、
仲

間
が
徐
々
に
集
ま
り
総
勢
20
名

に
達
し
て
お
り
ま
す
。
会
員
は
職

業
、
年
齢(

中
高
年)

、
は
ま
ち
ま

ち
で
、
林
業
経
験
も
少
な
い
の
で

す
が
、
森
の
再
生
に
対
す
る
思
い

は
強
い
方
ば
か
り
で
す
。
フ
ィ
ー

ル
ド
は
温
泉
観
光
地
、
湯
河
原
町

鍛
冶
屋
辰
沢
の
幕
山
付
近
の
町

有
保
安
林
約
１
.
５
ha
で
す
。
対

象
は
樹
齢
50
年
前
後
の
ヒ
ノ
キ

が
主
体
で
す
。
伐

木
本
数
は
「
健
全

な
林
分
」
を
目
指

し
、
お
お
よ
そ
１

５
０
本
／
年
で

す
。
一
回
の
活
動

で
６
〜
７
本
は
切

り
た
い
と
こ
ろ
で

す
が
、
簡
単
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
会
の
メ
ン
バ
ー
は
、

第
２
、
４
土
曜
日
、
９

時
〜
15
時
、
手
弁
当

で
、
間
伐
作
業
に
当
た

り
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
の

多
く
は
湯
河
原
在
住
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
遠
く

は
三
重
県
か
ら
、
又
県

内
と
い
っ
て
も
川
﨑
、

横
浜
、
鎌
倉
、
小
田
原

と
遠
方
か
ら
の
参
加
で

す
。
真
鶴
駅
に
集
合

後
、
車
に
て
現
地
近
く

ま
で
行
き
ま
す
。
途
中

『
山
の
神
』
に
全
員
安

全
祈
願
を
し
、
心
身
を
引
き
締
め

ま
す
。
駐
車
場
で
準
備
、
体
操
、
作

業
の
注
意
事
項
な
ど
の
説
明
を

受
け
た
の
ち
、
チ
ェ
ン
ソ
ー
、

フ
ェ
リ
ン
グ
レ
バ
ー
等
用
具
を

担
ぎ
、
山
に
入
り
ま
す
。

　
ご
多
分
に
漏
れ
ず
、
樹
冠
が
密

集
し
て
い
る
た
め
、
掛
か
り
木
が

多
く
、
傾
斜
も
き
つ
く
、
足
場
も

悪
い
三
拍
子
そ
ろ
っ
た
３
Ｋ
現

場
で
す
。
こ
の
現
場
で
、
ど
の
よ

う
に
間
伐
作
業
を
行
っ
て
い
る

か
紹
介
し
ま
す
。

　
ま
ず
、
伐
倒
木
を
決
め
ま
す
。

胸
高
直
径
を
測
り
、
伐
倒
方
向
を

決
め
ま
す
。
次
に
伐
倒
木
に
ロ
ー

プ
を
伐
倒
方
向
に
掛
け
、
滑
車
で

牽
引
方
向
に
引
き
ま
す
。
い
よ
い

よ
チ
ェ
ン
ソ
ー
で
伐
倒
方
向
に

合
わ
せ
受
け
口
を
作
り
ま
す
が

方
向
が
ず
れ
て
い
た
り
、
水
平
に

な
っ
て
い
な
か
っ
た
り
、
な
か
な

か
う
ま
く
い
き
ま
せ
ん
。
さ
ら
に

追
い
口
も
方
向
の
ず
れ
、
ツ
ル
の

切
り
す
ぎ
、
な
ど
、
思
う
よ
う
に

ゆ
き
ま
せ
ん
。
少
し
伐
倒
方
向
が

く
る
っ
て
も
掛
か
り
木
に
な
り
、

ロ
ー
プ
で
引
い
た
り
、
チ
ル
ホ
ー

ル
を
使
っ
た
り
、
フ
ェ
リ
ン
グ
レ

バ
ー
で
回
し
た
り
、
な
か
ま
の
力

を
結
集
し
て
倒
さ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
伐
倒
木
は
枝
を
落
と

し
、
樹
高
を
測
り
ま
す
。
さ
ら
に

適
当
な
長
さ
に
切
断
し
、
な
る
べ

く
等
高
線
に
平
行
に
置
く
よ
う

に
し
ま
す
。
こ
う
す
る
こ
と
で
、

見
た
目
も
美
し
く
整
備
で
き
、
又

土
砂
流
出
防
止
の
土
留
め
に
も

な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
作
業

を
、
昼
や
休
憩
を
挟
ん
で
14
時
ご

ろ
ま
で
続
け
ま
す
。
下
山
後
は

チ
ェ
ン
ソ
ー
の
手
入
れ
を
し
ま

す
。『
山
の
神
』
に
お
礼
を
し
て

や
っ
と
一
日
の
作
業
が
終
わ
り

ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
終
わ
っ
た
後
の

楽
し
み
な
時
間
で
す
。
そ
れ
は
、

温
泉
に
つ
か
り
、
の
ど
を
潤
し
な

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
去
年
と
違
っ
て
今
年
は
椅
子

席
で
し
た
が
、
長
時
間
の
座
学
、

お
疲
れ
様
で
し
た
。
最
後
の
テ
ス

ト
も
全
員
80
点
以
上
の
合
格
点

で
、
め
で
た
し
め
で
た
し
。

参
加
者
／
阿
部
さ
ん
、
牛
山
さ

ん
、
金
井
さ
ん
、
小
池
さ
ん
、
小

林
さ
ん
、
立
木
さ
ん
、
日
戸
さ
ん
、

三
好
さ
ん
、
湯
上
さ
ん

ス
タ
ッ
フ
／
平
林
、
早
川

次
回
以
降
の
予
定

次
回
以
降
の
予
定

次
回
以
降
の
予
定

次
回
以
降
の
予
定

次
回
以
降
の
予
定

オ
プ
シ
ョ
ン
講
座

オ
プ
シ
ョ
ン
講
座

オ
プ
シ
ョ
ン
講
座

オ
プ
シ
ョ
ン
講
座

オ
プ
シ
ョ
ン
講
座
（
木
工
）

（
木
工
）

（
木
工
）

（
木
工
）

（
木
工
）

　
　
　
６
月

　
　
　
６
月

　
　
　
６
月

　
　
　
６
月

　
　
　
６
月
2929292929
日日日日日
（
日
）

（
日
）

（
日
）

（
日
）

（
日
）

　
地
元
の
間
伐
材
を
使
っ
て
森

林
塾
オ
リ
ジ
ナ
ル
椅
子
を
組
み

立
て
て
見
ま
す
。
講
師
は
『
こ
う

あ
木
工
舎
』
の
中
村
博
さ
ん
で

す
。
ま
だ
空
き
が
あ
り
ま
す
の
で

ど
な
た
で
も
申
し
込
み
で
き
ま

す
。
参
加
料
は
５
４
０
０
円
で

す
。
希
望
さ
れ
る
方
、
24
日
（
火
）

ま
で
に
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
８
時
30
分
　
Ｋ
Ｏ
Ａ
パ
イ
ン

パ
ー
ク
の
ロ
ビ
ー
に
集
合
。
作
業

の
で
き
る
格
好
。
お
弁

当
持
参
で
。

専
門
コ
ー
ス

専
門
コ
ー
ス

専
門
コ
ー
ス

専
門
コ
ー
ス

専
門
コ
ー
ス

第
２
回
開
催

第
２
回
開
催

第
２
回
開
催

第
２
回
開
催

第
２
回
開
催

７
月
４

７
月
４

７
月
４

７
月
４

７
月
４･･ ･･･

５
日
５
日
５
日
５
日
５
日
（
金
（
金
（
金
（
金
（
金･･ ･･･

土
）
土
）
土
）
土
）
土
）

　
８
時
20
分
　
研
修

所
に
集
合
。
傾
斜
の
あ

る
山
林
で
小
道
具
を

使
っ
た
伐
倒
と
か
か

り
木
の
処
理
を
練
習

し
ま
し
ょ
う
。

通
年
コ
ー
ス
７

通
年
コ
ー
ス
７

通
年
コ
ー
ス
７

通
年
コ
ー
ス
７

通
年
コ
ー
ス
７･･ ･･･

８８８８８

回回回回回     
７
月
７
月
７
月
７
月
７
月
1818181818
・・・・・
1919191919
日日日日日

（
金
（
金
（
金
（
金
（
金･･ ･･･

土
）
土
）
土
）
土
）
土
）　　　　　     
間間間間間 

 
 
   
 
 
 
 

伐伐伐伐伐

　
年
に
一
度
の
島
﨑
先
生
ご
担

当
の
間
伐
実
践
で
す
。
先
生
が
編

み
出
さ
れ
た
保
残
木
マ
ー
ク
法

や
、
間
伐
時
の
選
木
方
法
な
ど
を

勉
強
し
ま
し
ょ
う
。
現
場
は
横
山

の
山
林
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
８
時
20
分
　
研
修
所
集
合
。
な

お
、
18
日
の
終
了
後
、
恒
例
の
懇

親
会
（
暑
気
払
い
）
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
幹
事
さ
ん
は
地
元
の

皆
さ
ん
、
１
０
０
０
〜
１
５
０
０

円
程
度
の
会
費
だ
そ
う
で
す
。
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
方
、
お
近
く

の
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
方
、
ご
都
合
あ

え
ば
、
ぜ
ひ
ご
参
加
を
。
研
修
所

で
雑
魚
寝
可
。
あ
れ
ば
寝
袋
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

集
中
コ
ー
ス
夏
の
部

集
中
コ
ー
ス
夏
の
部

集
中
コ
ー
ス
夏
の
部

集
中
コ
ー
ス
夏
の
部

集
中
コ
ー
ス
夏
の
部

　
７
月

　
７
月

　
７
月

　
７
月

　
７
月
3131313131
日
〜
８
月
２
日

日
〜
８
月
２
日

日
〜
８
月
２
日

日
〜
８
月
２
日

日
〜
８
月
２
日

　　　　　
　　　　　
　　　　　
　　　　　
　　　　　（（（（（
木木木木木
〜〜〜〜〜
土土土土土
）））））

　
林
分
調
査
（
測
樹
）
か
ら
施
業

診
断
、
そ
し
て
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を

使
っ
て
の
間
伐
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
簡
単
な
集
材
も
体
験
し
て

み
ま
し
ょ
う
。
Ｋ
Ｏ
Ａ
森
林
塾

の
エ
キ
ス
を
集
め
た
結
構
忙
し

い
３
日
間
で
す
。

　
初
心
者
大
歓
迎
。
只
今
参
加

者
募
集
中
。
夏
の
部
の
締
め
切

り
は
７
月
15
日
（
火
）
で
す
。
参

加
費
は
１
万
９
１
１
６
円
と
交

流
会
費
２
０
０
０
円
。
保
険
料

５
千
円
程
度
。
ぜ
ひ
涼
し
い
信

州
で
、
森
林
塾
へ
の
ご
参
加
ご

検
討
く
だ
さ
い
。

山の神に無事終了を感謝して記念写真

ただ今試験中。結果は見事全員合格!!
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ん
〜
、
原
稿
用
紙
５
枚
分
か

〜
、
入
校
に
つ
い
て
だ
け
で
は
持

ち
そ
う
に
無
い
為
、
ま
ず
最
近

思
っ
て
い
る
事
を
書
い
て
み
た

い
。

　
ひ
と
つ
の
事
を
継
続
し
て
い

く
為
に
持
ち
続
け
る
気
持
ち
、
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
も
言
わ
れ
る

が
、
年
々
、
自
分
の
中
で
落
ち
て

き
て
い
る
の
を
感
じ
て
い
る
。

　
高
校
か
ら
、
自
転
車
競
技
を

や
っ
て
い
る
。
最
近
で
は
、
や
っ

て
い
た
に
限
り
な
く
近
い
か
も

し
れ
な
い
。
通
っ
て
い
た
高
校
に

そ
う
い
う
部
活
動
が
あ
り
、
高
校

生
に
し
て
年
何
回
か
ツ
ー
リ
ン

グ
と
称
し
て
、
遠
く
へ
堂
々
と
行

く
事
が
で
き
る
と
い
う
の
が
入

部
の
理
由
だ
っ
た
。
自
転
車
部
と

い
う
だ
け
あ
っ
て
競
技
参
加
も

あ
っ
た
。
松
本
市
に
ト
ラ
ッ
ク

（
バ
ン
ク
）
競
技
場
が
在
り
、
ト

ラ
ッ
ク
競
技
を
や
っ
て
い
た
。
先

輩
に
は
プ
ロ
に
な
っ
た
方
も
い

る
が
、
我
々
の
頃
は
、
笑
う
し
か

な
い
程
に
弱
か
っ
た
の
を
憶
え

て
い
る
。

　
社
会
人
と
な
り
、
自
分
で
自
転

車
を
購
入
で
き
る
よ
う
に
な
る

と
、
ロ
ー
ド
バ
イ
ク
、
マ
ウ
ン
テ

ン
バ
イ
ク
の
競
技
へ
ハ
マ
っ
て

い
っ
た
。
大
会
参
加
と
練
習
に
明

け
暮
れ
て
、
気
が
付
い
た
ら
30
年

程
経
っ
て
い
た
。
但
し
、
人
に
自

慢
で
き
る
よ
う
な
成
績
は
１
つ

も
無
い
。
今
ま
で
に
も
何
回
か
の

自
転
車
ブ
ー
ム
が
来
て
は
去
っ

て
行
っ
た
が
、
最
近
で
は
少
な
か

ら
ず
市
民
権
を
得
る
事
が
で
き

た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
昔

は
、「
何
故
、
自
転
車
に
乗
っ
て

い
る
の
？
」
と
聞

か
れ
る
事
が
多

か
っ
た
。

　
市
民
権
は
得

て
は
来
て
い
る

が
、
最
近
始
め
た

方
の
多
く
は
、
中

高
年
の
方
が
圧

倒
的
に
多
い
。
競

技
性
の
強
い
大

会
で
の
人
口
は

思
う
よ
う
に
伸

び
ず
、
特
に
20
代
の
若
い
方
が
増

え
て
こ
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

　
５
年
位
前
か
ら
、
大
会
参
加
も

減
少
し
、
こ
こ
２
、
３
年
は
参
加

が
ゼ
ロ
と
な
っ
て
い
る
。
練
習
の

準
備
さ
え
億
劫
と
な
っ
て
し

ま
っ
て
い
る
。
最
近
始
め
た
方
々

の
、「
週
末
は
何
処
ま
で
行
っ
て

帰
っ
て
き
た
」
と
い
う
楽
し
そ
う

な
話
が
耳
に
入
る
と
羨
ま
し
く

感
じ
て
し
ま
う
。
何
処
へ
い
っ
て

し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
か
？
そ
う

い
う
気
持
ち
は
…
。
時
々
、
楽
し

く
乗
ろ
う
と
思
い
自
転
車
を
跨

ぐ
と
き
が
あ
る
が
、
自
然
と
追
い

込
ん
で
し
ま
っ
て
い
る
。

　
当
然
、
以
前
の
様
に
は
走
り
込

め
な
い
訳
で
あ
る
。
納
得
で
き
な

い
、
も
う
１
人
の
自
分
が
現
れ

る
。
筋
力
、
心
肺
機
能
が
落
ち
る

の
は
本
当
に
早
い
、
育
て
る
の
に

は
大
変
な
の
に
、
た
だ
単
に
諦
め

が
悪
い
だ
け
な
の
か
も
し
れ
な

い
。

　
別
の
角
度
か
ら
見
て
み
る
と
、

機
材
の
高
騰
化
も
あ
る
。
毎
年
、

最
新
モ
デ
ル
が
登
場
し
て
く
る
。

３
、
４
年
間
更
新
を
行
っ
て
い
な

い
と
互
換
性
が
無
く
な
る
ケ
ー

ス
も
出
て
く
る
。
追
い
つ
い
て
い

け
な
い
。

　
い
ろ
い
ろ
書
い
て
は
み
た
が
、

継
続
し
て
い
く
気
持
ち
へ
の
答

え
は
出
て
こ
な
い
。
た
だ
、
ど
ん

な
事
で
も
長
き
に
渡
り
、
楽
し
く

継
続
し
て
や
っ
て
い
る
諸
先
輩

方
を
目
に
す
る
と
頭
が
下
が
る
。

そ
う
し
て
、
何
時
も
思
う
事
は
、

ど
う
や
っ
て
そ
の
気
持
ち
を
維

　小池　正明小池　正明小池　正明小池　正明小池　正明

　　　　　「「「「「何何何何何処処処処処かかかかかららららら始始始始始まままままっっっっったたたたたののののの

だろうか？」だろうか？」だろうか？」だろうか？」だろうか？」

が
ら
、
駄
弁
る
こ
と
で
す
。
こ
れ

が
次
の
活
動
へ
の
意
欲
に
つ
な

が
り
、
仲
間
の
結
束
に
欠
か
せ
ま

せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
に
我
々
の
作
業
は
、

き
つ
く
、
不
安
全
な
現
場
作
業
で

す
。
こ
の
よ
う
な
作
業
で
あ
る
か

ら
こ
そ
、
よ
り
高
い
伐
倒
技
術
、

安
全
作
業
を
身
に
着
け
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
会
長
で
あ
る
水
津

氏
は
、
Ｋ
Ｏ
Ａ
森
林
塾
か
ら
森
造

り
に
必
要
な
多
く
の
知
識
を
得

た
体
験
か
ら
、
今
回
Ｋ
Ｏ
Ａ
森
林

塾
の
先
生
方
に
、
研
修
を
依
頼

し
、
チ
ェ
ン
ソ
ー
講
習
会
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

〈
チ
ェ
ン
ソ
ー
講
習
会
に
つ
い

て
〉

　
５
月
31
日
〜
６
月
１
日
の
２

日
間
、
早
川
先
生
の
グ
ル
ー
プ
、

和
泉
先
生
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
、
講
習
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
１
日
目
は
、
チ
ェ
ン
ソ
ー
作

業
の
基
本
の
習
得
と
言
う
こ
と

で
、
徹
底
し
て
受
け
口
、
追
い
口

作
り
の
練
習
で
す
。
２
日
目
は
、

伐
倒
の
実
地
訓
練
で
す
。
チ
ェ
ン

ソ
ー
で
伐
倒
す
る
も
の
と
、
ワ
イ

ヤ
ー
を
か
け
チ
ル
ホ
ー
ル
で
牽

引
す
る
も
の
と
の
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
で
倒
し
ま
す
。

　
２
日
間
を
通
し
、
印
象
に
残
っ

た
点
を
以
下
に
述
べ
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

１
、

切
る
前
に
、
倒
木
し
た
時

の
リ
ス
ク
も
含
め
て
、
時
間

を
惜
し
ま
ず
足
場
を
徹
底
的

に
整
え
、
逃
げ
場
も
含
め
安

全
確
保
す
る
。

２
、

倒
す
木
に
何
ら
か
の
想

い
を
伝
え
る
。『
無
駄
に
命
を

奪
う
の
で
は
な
い
』
こ
と
を

肝
に
銘
じ
て
作
業
に
当
た
ら

ね
ば
な
ら
な
い
。

　
以
上
２
項
目
は
、
心
構
え
と
し

て
印
象
的
で
あ
っ
た
。

３
、
伐
倒
時
、
指
示
の
す
べ
て
は

チ
ェ
ン
ソ
ー
マ
ン
か
ら
出
す
。

　
支
持
は
身
振
り
が
よ
い
。

４
、
受
け
口
の
、
水
平
切
り
は
ガ

ン
マ
ー
ク
を
伐
倒
方
向
に
ピ

タ
リ
と
合
わ
せ
切
る
。
受
け

口
が
伐
倒
方
向
と
ず
れ
た
と

き
は
、
躊
躇
せ
ず
、
徹
底
的
に

時
間
を
か
け
て
も
直
さ
ね
ば

な
ら
な
い
。
斜
め
切
り
の
時
、

水
平
切
り
の
端
に
小
枝
を
は

さ
み
目
印
と
し
、
そ
こ
め
が

け
て
斜
め
に
切
り
、
最
後
は

チ
ョ
ン
と
刃
を
当
て
、
切
り

口
を
合
わ
せ
る
方
法
は
、
目

か
ら
ウ
ロ
コ
で
あ
っ
た
。

５
、
追
い
口
も
、
ガ
ン
マ
ー
ク
を

伐
倒
方
向
に
合
わ
せ
、
水
平

に
徐
々
切
り
、
適
度
な
ツ
ル

を
残
す
。

　
今
回
は
、
チ
ル
ホ
ー
ル
を
使
う

た
め
、
ツ
ル
は
、
直
径
の
30
％
ほ

ど
残
し
た
。
ツ
ル
下
に
カ
ッ
ト
を

入
れ
た
。
材
を
大
切
に
扱
う
た
め

で
あ
る
。

６
、
伐
倒
木
の
枝
払
い
は
、
チ
ェ

ン
ソ
ー
の
重
み
を
木
に
持
た

せ
、
手
前
か
ら
外
へ
切
る
こ

と
で
安
全
に
、
又
楽
に
作
業

が
で
き
る
。

７
、
チ
ル
ホ
ー
ル
取
扱
い
訓
練
伐

倒
は
す
べ
て
チ
ル
ホ
ー
ル
を

使
っ
た
。
ワ
イ
ヤ
ー
掛
け
、
滑

車
へ
の
つ
な
ぎ
、
キ
ト
ー
ク

リ
ッ
プ
の
使
い
方
、
チ
ル

ホ
ー
ル
の
取
り
扱
い
な
ど
、

一
連
の
操
作
を
学
ん
だ
。

　
今
回
チ
ル
ホ
ー
ル
Ｘ
ー
５(

最

大
荷
重
５
０
０
kg)

で
．
安
全
ピ

ン
が
飛
ん
だ
。
適
正
な
強
度
の

用
具
を
使
用
し
た
こ
と
で
、
安

全
に
ピ
ン
が
作
用
し
た
こ
と
を

学
ん
だ
。
掛
り
木
の
多
い
こ
の

森
で
は
、
チ
ル
ホ
ー
ル
は
Ｔ
ー

７(

最
大
荷
重
７
５
０
kg)

が
適

し
て
い
る
。

　　
こ
の
他
に
も
、
多
く
の
こ
と

を
学
び
ま
し
た
。
今
回
の
研
修

で
、「
何
を
す
れ
ば
よ
い
か
」
か

ら
「
こ
れ
を
す
れ
ば
よ
い
の
だ
」

に
変
わ
っ
た
部
分
が
多
く
、
自

信
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。「
皆

さ
ん
、
構
え
た
格
好
が
よ
く

な
っ
て
き
た
」
と
先
生
方
に

言
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

よ
り
格
好
良
い
キ
コ
リ
を
め
ざ

し
、
研
修
の
成
果
を
生
か
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
早
川
講
師
、
和
泉
講
師
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

逞
し
く
成
長
し
た
木
こ
り
の
姿

を
、
ま
た
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。
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今
年
も
早
々
に
平
成
25
年
度

版
の
『
森
林･

林
業
白
書
』
を
入

手
し
ま
し
た
。
前
回
の
森
林
塾
通

信
に
記
し
た
よ
う
に
本
版
は
昭

和
39
年
の
初
版
発
行
以
降
51
版

目
に
あ
た
る
が
、
改
め
て
ペ
ー
ジ

数
の
多
さ
（
本
文
他
２
９
４
ペ
ー

ジ
、
付
表
72
）
と
記
述
項
目
の
多

さ
（
目
次
だ
け
で
14
ペ
ー
ジ
）
に

は
い
さ
さ
か
圧
倒
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　
辞
典
な
ど
に
よ
る
と
『
白
書
』

と
は
ｗ
ｈ
ｉ
ｔ
ｅ
　
ｐ
ａ
ｐ
ｅ

ｒ
の
訳
語
で
、
も
と
イ
ギ
リ
ス
政

府
が
外
交
報
告
書
の
表
紙
に
白

紙
を
用
い
た
か
ら
と
言
わ
れ
、
政

府
が
政
治･

経
済
、

社
会
な
ど
そ
れ
ぞ

れ
の
分
野
に
つ
い

て
の
現
状
分
析
や

将
来
の
展
望
を
ま

と
め
て
出
す
公
式

の
調
査
報
告
書
と

解
さ
れ
ま
す
。
わ
が

国
で
は
昭
和
22
年

の
片
山
内
閣
以
降

様
々
な
分
野
で
の
白
書
が
刊
行

さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　
さ
て
改
め
て
日
本
林
業
の
行

方
を
考
え
て
い
く
上
で
は
昨
年

度
の
通
信
に
記
述
し
た
戦
後
の

大
ま
か
な
わ
が
国
の
森
林
や
林

業
の
経
緯
に
つ
い
て
は
認
識
し

て
お
い
て
欲
し
い
。

　
第
二
次
大
戦
後
の
林
政
は
、
敗

戦
と
い
う
未
曾
有
の
状
況
の
下

に
始
ま
っ
た
。
戦
勝
国
の
占
領
下

に
あ
っ
て
は
独
自
の
政
策
を
施

す
術
も
な
く
、
乏
し
い
資
源
を
や

り
く
り
し
て
の
戦
災
復
興
や
壊

滅
状
態
に
曝
さ
れ
た
経
済
の
再

建
に
は
一
部
の
不
当
な
輩
を
除

い
て
は
国
民
等
し
く
苦
闘
の
年

月
を
送
っ
た
。
最
低
限
の
食
料
事

情
も
占
領
政
策
の
助
け
も
借
り

て
急
速
に
改
善
さ
れ
、
占
領
政
策

か
ら
開
放
さ
れ
た
国
勢
は
急
速

な
発
展
を
遂
げ
始
め
、
昭
和
30
年

代
半
ば
頃
に
は
殆
ど
の
貿
易
の

自
由
化
も
果
た
さ
れ
た
。

　
林
業
界
で
も
逼
迫
す
る
国
産

材
の
供
給
を
補
う
た
め
に
木
材

需
要
の
30
％
ほ
ど
を
目
処
に
外

材
の
大
量
輸
入
に
踏
み
切
っ
た
。

”””””島さんの”島さんの”島さんの”島さんの”島さんの”
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因
み
に
、
木
材
輸
入
再
開
後
わ
ず

か
５
年
を
経
ず
し
て
昭
和
40
年

に
は
外
材
率
は
30
％
を
超
え
、
国

内
総
需
要
の
増
大
を
伴
い
な
が

ら
10
年
後
（
昭
和
45
年
）
に
は
50

％
、
15
年
後
に
は
60
％
、
以
後
も

増
大
を
続
け
て
平
成
７
年
頃
に

は
実
に
80
％
に
も
及
び
、
わ
が
国

の
林
業
界
に
様
々
な
影
響
を
及

ぼ
し
て
き
た
。

　
こ
う
し
た
林
業
界
の
動
き
は
、

戦
後
処
理
に
追
わ
れ
た
時
代
か

ら
２･

３
次
産
業
の
す
ざ
ま
じ
い

経
済
発
展
の
下
支
え
に
多
大
な

貢
献
を
果
た
し
て
き
た
が
、
昭
和

30
年
代
半
ば
頃
に
始
ま
る
石
油･

ガ
ス
・
電
気
の
普
及
に
よ
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
革
命
が
急
速
に
進
展

し
そ
れ
ま
で
木
材
総
需
要
の
30

〜
40
％
に
及
ん
で
い
た
薪
炭
材

の
供
給
量
は
わ
ず
か
数
％
ま
で

激
減
し
た
。
ま
た
戦
後
一
貫
し
て

上
昇
を
続
け
て
き
た
賃
金
や
諸

物
価
指
数
の
中
で
常
に
上
位
を

占
め
て
き
た
材
価
も
急
速
に
増

大
す
る
外
材
価
格
に
圧
さ
れ
て

低
迷
期
を
迎
え
た
の
も
こ
の
頃

で
あ
っ
た
。
一
方
隆
盛
期
を
迎
え

始
め
た
２･

３
次
産
業
で
は
急
増

す
る
労
働
力
不
足
を
補
う
た
め
、

地
方
の
若
手
労
働
者
を
中
心
に

大
募
集
が
続
き
、
そ
の
範
囲
は
農

山
村
の
壮
年
層
に
ま
で
及
び
、
今

日
に
い
た
る
『
過
疎
化
』
の
時
代

を
迎
え
始
め
て
い
た
（
中
学
や
高

校
の
新
卒
者
は
『
金
の
卵
』
と
称

さ
れ
、
就
職
時
に
は
各
地
方
か
ら

集
団
就
職
列
車
が
仕
立
て
ら
れ

た
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

　
こ
う
し
た
時
代
背
景
の
中
で

新
た
な
林
業
施
策
を
講
ず
る
機

運
が
高
ま
る
中
で
、
林
業
基
本
法

は
制
定
さ
れ
、
そ
の
第
10
条
第
１

項
の
規
定
に
基
づ
く
毎
年
度
の

林
業
の
動
向
並
び
に
講
じ
た
施

策
並
び
に
同
条
第
２
項
の
規
定

に
基
づ
く
次
年
度
に
お
い
て
講

じ
よ
う
と
す
る
林
業
施
策
に
つ

い
て
政
府
は
国
会
に
報
告
す
る

こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

   

　
　
　
　 

〈
島
﨑
　
洋
路
〉

◆
お
わ
り
に
◆

◆
お
わ
り
に
◆

◆
お
わ
り
に
◆

◆
お
わ
り
に
◆

◆
お
わ
り
に
◆

　
真
夏
の
よ
う
な
暑
い
日
、
神
奈

川
県
湯
河
原
町
に
呼
ば
れ
て
、
出

張
森
林
塾
を
し
に
行
っ
て
き
ま

し
た
。
行
き
の
芦
ノ
湖
ス
カ
イ
ラ

イ
ン
の
三
国
峠
か
ら
み
た
、
雲
海

か
ら
浮
か
ぶ
富
士
山
は
ま
さ
に

絶
景
で
し
た
。
帰
り
も
夕
日
が
沈

み
後
光
が
差
す
姿
が
見
ら
れ
、
ま

さ
に
日
本
一
。

　
も
ち
ろ
ん
研
修
の
ほ
う
も
参

加
さ
れ
た
11
人
の
皆
さ
ん
は
と

て
も
熱
心
で
、
大
変
楽
し
い
２
日

間
で
し
た
。

　
さ
て
、
伊
那
の
森
林
塾
も
７
月

か
ら
は
間
伐
、
集
材
が
始
ま
り
、

い
よ
い
よ
佳
境
に
入
り
ま
す
。

　

持
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
と
。

　
森
林
塾
１
年
生
に
つ
い
て
で

あ
る
。
昔
か
ら
山
林
に
は
漠
然
と

で
は
あ
る
が
興
味
を
持
っ
て
い

た
。
荒
廃
も
進
ん
で
い
る
事
は

知
っ
て
は
い
た
が
、
何
か
し
ら
の

行
動
を
起
こ
し
て
い
た
訳
で
は

無
い
。

　
生
前
に
父
親
が
庭
先
へ
白
樺

を
植
え
た
。
知
ら
ぬ
間
に
屋
根
を

超
え
大
き
く
育
っ
て
い
た
。
何
年

か
前
か
ら
元
気
が
無
く
、
そ
れ
と

同
時
に
ゴ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ
が

多
く
目
に
付
く
よ
う
に
な
っ
た
。

知
人
に
聞
い
た
と
こ
ろ
、
白
樺
に

入
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

言
う
事
だ
っ
た
。
確
認
し
て
み
る

と
根
本
は
穴
だ
ら
け
と
な
っ
て

い
た
。
白
樺
は
突
然
倒
れ
る
よ
と

も
言
わ
れ
て
い
た
の
で
、
切
ら
ね

ば
！
と
思
う
が
、
鋸
し
か
無
い
。

お
っ
か
な
び
っ
く
り
３
本
脚
の

脚
立
で
届
く
範
囲
に
ビ
ニ
ー
ル

紐
を
掛
け
、
新
調
し
た
高
枝
鋸
を

手
に
し
、
ど
う
か
隣
接
し
て
い
る

道
路
側
へ
は
落
ち
て
い
き
ま
せ

ん
よ
う
に
と
願
い
な
が
ら
、
枝
を

落
と
し
た
。
４
ｍ
程
残
っ
た
幹
は

１
年
程
、
庭
の
オ
ブ
ジ
ェ
と
な
っ

て
い
た
。

　
時
々
お
世
話
に
な
っ
て
い
た

ア
ウ
ト
ド
ア
シ
ョ
ッ
プ
さ
ん
に

て
、
ロ
ー
プ
で
木
に
登
る
講
習
会

が
あ
る
と
聞
い
た
。
元
々
、
ロ
ー

プ
ワ
ー
ク
は
興
味
が
あ
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
こ
れ
だ
！
と
思
い
、

何
も
考
え
ず
に
申
込
み
を
し
、
講

習
当
日
、
直
ぐ
に
場
違
い
の
所
へ

来
て
し
ま
っ
た
と
感
じ
る
。
回
り

は
林
業
の
プ
ロ
の
方
々
ば
か
り

で
、
遠
方
か
ら
も
来
ら
れ
て
い

た
。
会
社
員
は
…
だ
っ
た
。
今
で

こ
そ
特
殊
伐
採
、
特
伐
と
言
っ
て

も
分
か
る
が
、
な
ん
で
す
か
？
そ

れ
は
？
状
態
だ
っ
た
。
専
門
用
語

は
理
解
不
能
。
勉
強
に
来
て
い
る

プ
ロ
の
方
々
に
は
悪
い
と
は

思
っ
た
が
、
周
り
の
方
に
ひ
と
つ

ひ
と
つ
教
え
て
頂
い
た
。

　
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
に
つ
い
て
も
、

知
人
の
有
志
で
や
っ
て
い
る
山

林
整
備
に
同
行
し
初
め
て
触
っ

て
み
た
。
キ
ッ
ク
バ
ッ
ク
が
ど
う

な
る
も
の
か
も
知
ら
な
い
ま
ま

で
あ
る
。
き
ち
ん
と
教
わ
ら
な
い

と
危
険
だ
と
感
じ
る
。
先
程
の
ア

ウ
ト
ド
ア
シ
ョ
ッ
プ
さ
ん
で
の

勉
強
会
や
、
塩
尻
林
業
セ
ン
タ
ー

へ
行
き
、
少
し
は
扱
え
る
よ
う
に

な
っ
た
。
オ
ブ
ジ
ェ
の
白
樺
は
倒

す
事
が
出
来
た
。

　
知
人
の
山
へ
行
き
、
少
し
は
で

き
る
の
で
は
と
立
っ
て
み
た
。
そ

こ
で
初
め
て
気
が
付
い
た
、
こ
の

木
の
名
前
は
？
ど
れ
を
間
伐
す

れ
ば
い
い
の
だ
ろ
？
要
す
る
に
、

何
も
知
ら
な
い
の
だ
と
言
う
事

が
、
や
っ
と
そ
こ
で
解
っ
た
の

だ
っ
た
。
１
年
生
の
始
ま
り
で

す
。

　
重
い
事
も
書
い
て
し
ま
っ
た

が
、
Ｐ
Ｃ
系
苦
手
で
、
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ

オ
を
エ
ア
ー
チ
ェ
ッ
ク
（
死
語
か

な
）
し
、
偶
然
流
れ
て
く
る
音
楽

を
、
真
空
管
ア
ン
プ
で
聴
き
な
が

ら
ボ
ー
っ
と
す
る
の
が
好
き
な
、

超
ア
ナ
ロ
グ
人
で
す
。
１
年
間
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。


